
交通安全対策への活用に向けた急挙動データの一部公開

〇地方公共団体における交通安全対策へのETC2.0プローブデータの活用を促進するため、ゾーン30プ
ラス10地区の急挙動データ及びその活用方法を示した解説書を６月上旬までに公開予定。

急挙動データの一部公開

〇ゾーン30プラス10地区の急挙動データを下記「道路デー
タプラットフォーム」のウェブサイトに公開
https://www.xroad.mlit.go.jp/

【千葉県市原市ちはら台南６丁目地区の例】

〇急挙動データと事故データ等を重ね合わせて、

危険箇所を抽出し、対策箇所を検討する方法等

を記載した解説書を公表

▲公開するETC2.0の急挙動データ（令和６年４月から令和７年３月までの１年間のデータ） ▲データ重ね合わせによる危険箇所抽出のイメージ

主要道路の信号未設置交差点で事故
が発生しており、急減速及びヒヤリハッ
ト体験も多い。

主要道路と遊歩道の交差
部で、死亡事故が発生して
おり、急減速及びヒヤリ
ハット体験も多い。
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道路区間を表す情報

道路区間ごとの急減

速発生件数や急減速

発生率を地図上に表

示するなど、

地方公共団体自ら

がデータ分析可能

急挙動データ活用の解説書の公表
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